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京都大学医学部泌尿器科学教室 友 吉 唯 夫
1960年度米国泌尿器科学会東南部総会 は3月13日 か ら17日までの5日 間Florida州
Jacksonville市のRobertMeyerHotelで,会 長EdgarBurns教 授(Tulane
University,NewOrleans)のもとに開かれた.東 南部 の範 囲はABC順 にAlabama,
Florida,Georgia,Kentucky,Louisiana,Mississippi,NorthCarolina,South
Carolina及びTennesseeであ る.全 国的 な総 会,即 ち全米泌尿器科学会 は,本 年は5
月16日 ～19日の4日 間Chicagoで行われ,筆 者 も出席 の予定 であ るが,こ の ように
Sectionごとに行 われ る学会 もある.
第1日 はRegistratiol1のみ で発表はない.会 費は会員1人35ド ル,夫 人同伴 の場合 は
更に25ドル追加 であ るが,私 の ようなResidelltはGuestとして無料招 待を うけた.事
実上の学会は14日に始 まつ た.午 前 中は一般演説であ るが,全 体 として受けた感 じを述べ
ると日本 では総 会 とい うと試験管か らとび出 した ような実験 的研究が 多いのに比べ て こち
らは内容的 に臨床的かつ実際的 なものが多 く,直 接診療 に関係 した発表が大部分 を占めて
い るといえる.し たが つて 日本では ともす ると軽視 されがちなpracticalな問題 が真面
目に論ぜ られてい る。風変 りな発表 として私 のBossのMcIver博 士が,ClinicalRe-
cordsやUrogramを能率的に保存 し取扱 うために考案 した棚 を提 示 したが,こ れ もそ
ういう傾向 を示す ものであ る.
初 日の午後は 日本 の学会 では例 をみない とお もわれ るPyelogramHourが開かれた.
これは どういうのか というと,先 ず簡単に病歴 と臨床検査成績をのべ たのち,Urogram
を次々と示 しつつ会場 の会員 とその興味 あ るX線 写真を提 示 したDoctorとの間で質疑 応
答を くり返 して診断に至 るDiscussionを行 な うという仕組であつてUrogramの 多 く
は典型的な もので な く,き わめて判続 のむずか しいものが選 ぱれ,最 後 に診断 をきいては
じめて成程 と合点 のい くような ものが多 い.こ の ように して20例近 くの症例が活発 に討論
されたが,参 考のためにその うちのい くつかを挙 げ ると,○ 腎動 脈枝閉塞 によ る腎梗塞○
異常血管 にも とつ くU-PJunction狭窄 に よる水 腎症○副腎皮質腫瘍○ 腎下極膿 瘍 自然
破裂○腎良性腺腫○ 尿道弁膜形成 と水腎症 ○尿管血管腫○石灰化精管○結核性 尿管 回腸痩
○尿管憩室 などで冗談 もとび,よ く笑 うのでな ごやかな雰 囲気で討論がすすめ られ た.予
備知識 な しに行 われ るので実力が ないとポイ ン トを逸す る.
第2日 の圧巻はTulaneUniversityの腎移 植であつた.単 腎尿毒症児に一卵生双生児
同胞の健 腎を患児右腸骨窩に移 植,腎 動 脈はHypogastricArt.と,腎静脈はIliacVein
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と吻合,尿 管 は膀胱 に吻合 された.移 植腎の血流遮 断時間 は42分,経 過 順調で術後IVP
は この手術 の素晴 ら しい成功 を物語つ ていた.
第2日 の午後 は種 六の新 ら しいIdeaの泌尿器科手術 映画が上 映 された.こ うい う映画
はほ とん ど製薬会社 の援助 でつ くられ たものであ る。 こうか くといかにも製 薬会社 が何 で
も援助 して くれ るか のような印象 を与 えるが 日本 の大 学病院 と製薬会社 の間にみ られ るよ
うな関係 にもとつ くものではない.宣 伝費の使 い方 の相違 というと ころであ ろうか.
第3日 の午前は昨 日と同じ く一般演説,午 後はClevelalldClinicの1.H.Page博士
(内科学専攻)に よる"高 血圧の機 序.、と題 す る特別講演が行 なわれたが,わ れわれ泌尿
器科医 にとつて注 目され たのは,ClevelandClinicに於 て300余例 の高血圧患者にAor-
tographyを行 ない,そ の うち27%は狭窄性腎動 脈疾患 に起 因す ることを発見,59例に血
管系叉 は腎臓に対 して外科的手術を行 つている点であつた.
第4日 の午前 は一般演説,午 後 は腎性高血圧 に関す るPanelDiscussionがBurns
教授司 会のもとにひ らかれた.討 論者 はDr.E.Burns,Dr.LH.Page,Dr.V.A.
Politano(DukeUniversity)及びKansasからみえた病理学専攻 のDr.F.C.Helwig
とい う顔ぶれであつた.
このDiscussionで面 白いと思わ れたのは会場 か ら質 問を紙 にかいて自由に提 出で き,
それ を討論者 がよんで答 えて くれ るとい う試みで あつて,日 本 のよ うに立上つ て しやべ る
ことが気楽 にはできない ような雰 囲気の学会 では効果を発揮 す ることと思 う.
学会 の他 に種 々の泌尿器科医療器具 の展示がACMIそ の他 のメーカーに よつ てな され
た.残 念ながら こうい う金 のかか るものにな ると種類,質,量 ともに 日本 は まだ まだ貧 弱
とい う他 ないが,メ ーカーのスケールが大 きくてつねに研究を重ね てい ることは宣伝員 の
説明か らもうかがえた.X線 回折 その他 の近代的 分析 装置 を用 いて尿石 を分析す るLa-
boratoryが立派 に企業 として成立 ち宣 伝 まで してい るのには驚 いた.
もうひ とつ の印象 として学会 の運 営お よび雰 囲気 ともに大学 という色彩 が全 くな く,い
わんや 日本 の学会の ように一部大 学が支配的な空気を張 る傾向 な どみ られ ない.こ れは泌
尿器科医 の大多数 は所謂AttendingUrologistsであつ て大学 とは直接関係が ないか ら
で ある.米 国 には このよ うに多数 の泌尿器科専門医 が独立 して活躍 して いるのに 日本 では
まだ大学や大 病院 での皮泌 の分離が論議 され てい る現状で あ る.米 国では泌尿器科医 の数
は眼科や耳鼻科 とあ まり変 らず,い わんや皮科 な どぐんと引離 してい る.事 実泌 尿器科領
域 の疾 患の頻度はそれ だけ高い.学 の独立 は勿論緊要,病 院に眼科 ,耳 鼻科 がな くと も泌
尿器科 があ るとい う位 にならね ぱウ ソであ る.
(1960年3月28日記)
前 号 の 「ア メ リカ通 信 」 に7月 か ら の 住 所 を 記 した が,次 の 如 く訂 正 す る .
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